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新刊紹介
ロバート.L・ハイルブローナ著
『経済社会の形成』
神 保 郎
この書物との出会いから，この文章を始めたとしても，この書物の場合にはさして不自
然ではないであろう。それ程，この書物との出会は特異であり印象的であった。 1965年の
夏の事であった。当時私はカルフォルニア大学の Departmentof Speechに席をおい
て，英会話の習得にはかない努力を続けていた。多くの日本人が味うように，言葉に対す
る才能の無さをのろわねばならぬ事も多い毎日であった。そんなある日，全く偶然にキャ
ンパスでアメリカ人の友人で経済学が専門でない人達と芝生に坐って雑談を交す機会があ
った。そんな時，つい思い出して学部の教養の経済学をどんなテキストで勉強したかを聞
いた事があった。これは 1つには経済学を専攻しない学生諸君にどのように経済学を教え
たらよいのかと言う私の長年持ち続けて来た教師としての興味と，平常言葉に関していさ
さかコンプレックスを感じているのを，こちらの専門分野で議論して， 日頃のうっぷんを
晴らしてやろうとの魂胆もあったのである。私が予想していたのは Samuelson,McCo-
nnell, Bachなどの書物であった。所が案に相違して彼等が口をそろえて， あげたのは
Heilbronerの TheMaking of Economic Societyであった。当時日本では末だ全く
無名であった Heilbronerの出現に，私は驚きもし， またその書物の内容に余り期待も
していなかった。早速図書館に馳せつけて読みふけったのは言うまでもない。
ー
およそ経済学の入門書を書くには3つの方法があるように思える。 1つは Samuelson
の Economicsに代表されるものであって，経済原論と全く同じ構造を持ち，やや低い水
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準でグラフと実例を豊富に示しながら経済学の骨組を教えようとするものであって，入門
書としては正統派と言えるものである。そこでの議論は直結していて，この書物を読み終
えれば直ちに Hicksの Valueand CapitalゃSamuelsonのFoundations,或はまた
Keynesの GeneralTheoryへと進みうるであろう。とは言うものの，そこには専門書
に見られる論理的なエレガンスは不十分であって，理論そのものの持つ面白さにまで到達
しえない読者も多いのである。この種の書物だけで勉強をやめれば「苦しき事のみ多かり
き」となって，経済学に対する十分な理解を得られないままに済む場合も考えられるので
ある。
次には学説史を中心としたものであって，各時代によって発生した経済問題を各々の経
済学者がどのように取組み解決して行ったかを示し，読者に経済学への好奇心をかき立て
るものである。杉本栄一氏の「近代経済学の解明」はこの分野で数少ない成功した書物の
1つであろう。
更に第3の方法として経済史の立場から経済学へのアプローチをとくものであって， ロ
ーザ・ルクセンブルグの『経済学入門」，ソビエトの「経済学教科書」を始めとして主と
して唯物史観の説明に利用されているものである。
ハイルプローナーの書物は第3のものに分類さるべき入門書であり，そしてまた近代経
済学への入門書を指向して書かれたものであった。私が今まで接したこの種の入門書は全
てマルクス経済学のものであった為と，そこでの唯物弁証法の印象が余りにも強烈であっ
たため，経済史の立場から果して近代経済学の入門書が書けるであろうかとの疑問がある
った。あの謹厳で冷やかな限界生産性や乗数の理論の中の何処に歴史に見られるような暖
い人間臭さと人なっこさと，漠然とした不精密さが見られるであろうか。近代経済学では
あくまでも冷静な論理で分析が行われなければならないし，温かい心情はこの精密科学の
厳しい分析を通じて生れねばならないのであった。近代経済学の分析はあくまでも関係概
念によるものであって， むしろ歴史的分析と対立するものが核となっていると考えられ
る。それでは近代経済学へのイントロダクションとし経済史の目から果してどれだけの成
果があげ得るであろうか。この問題こそが，ハイルプローナーがこの書物で解かねばなら
ぬ問題であった。
JI 
この書物は大きく分けて3つの部分から成ると考えられる。第1はこの書物で解こうと
している問題の提起とそれを解くための Toolであり，第1章がこれに当てられている。
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次にわれわれの経済社会の過去から現在に到るまでの歴史的発展のあとづけが為され，第
1章で提出された Toolを使って解決されるか，或いはそれだけでは不十分で末解決のま
まとなってしまうかが検討される（第2章一第8章）。そして最後に低開発国も含めて現
代の経済が直面し，われわれが解決しなければならない問題が論じられている（第9章一
第11章）。
第1章・経済問題は，この歴史的方法によって分析されねばならない問題について問い
かけている。即ちここで説明しようとしている経済学とは「あらゆる人間社会において見
いだされる 1つの過程，すなわち社会の物的幸福のために配慮する過程の研究である。」
(p. 5)としていて，その為に分業と協業が如何に重要な役割を果し，また社会の成員相
互が密接に結び付けられているかを述べた後，この生産の成果を社会の成員の間に如何に
分配すべきであるかがどんなに重要であるかを示している。即ち「分配の問題が解決に失
敗した場合には，社会的，政治的不安の種となり，ついには革命をひき起すことの方が多
いのである。」 (p. 4) しかし驚くべき事に人類の歴史を見れば， これら生産と分配がわ
ずか3つの方法により解決しているのがわかるのである。第1は伝統であって，古代では
生産の問題は父の仕事を息子が継いで必要な労働力が確保される。それに対して生産物を
分配する方法は過去の方法が引継がれ，厳しい運命に立ち向うのに必要な忍耐力を与える
のである。また伝統による生産と分配の方法は静的であり， 「経済問題の解決にあたって
伝統方式に従う社会は，大規模で急速な社会的，経済的変化を犠牲にしてそうするのであ
る」 (p.17) とその特徴をのべている。そして伝統による解決は，あくまでも経済的進歩
を犠牲にして始めて成立するのを強調している。
第2の方法は強制機関の指令による解決であって，これは第1のものが静的であったけ
れども，この第2の方法は必ずしもそうではなく，社会が経済的変化を強行するにも一番
強力な手段となるのである。古代エヂプトのフアラオは指令によってピラミッドや寺院を
建設したのであり，大きな自然的災害をこうむった時に発せられる非常事態宣言による物
資の徴発，或はまた現代の中国とロシャにおける生産と分配の組織の根本的な変革は指令
の1例である。勿論民主的な手続きで行われるものと独裁制の下で行われるものとは非常
に異った意味を持つが，そのメカニズムは全く同じ点が特に指摘されている。
第3の経済問題を解決する方法は「社会の市場組織といわれるものであり，伝統や指令
には最小限にしか頼らないで，社会の再生産を持続させるまことに注目すべき組織であ
る」 (p.20)としている。
経済問題を伝統によって解決している社会は何ら社会科学者にとって興味ある問題を提
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供しない。全ての事が年々同じ形で繰返され，分析には値しないからである。また指令に
よって経済問題を解決する社会は，経済と政治とが余りにも密接に関連し合っていて，経
済問題はむしろ政治問題に従属している。したがって「経済学者にとってとくに興味ある
局面を提供するのは， 経済問題を市場過程によって解決する社会である」 (p, 23)。 ここ
に至って何故経済学が独立した学問として成立したのが産業革命以後であったか，また経
済学の分析が資本主義社会と密接に結び付いた利潤，利子，賃金等を対象として行われる
かを，われわれは理解するのである。
第2章は先市場経済であり，古代では市場は存在したが，社会の経済問題を解決する補
助的な手段に過ぎず，その経済の基盤は農村共同体であり，そこでは技術的進歩に目もく
れず，祖先からの方法をかたくなに守って生産が行われたのであったとしている。この主
な理由として，当時は未だ労働の生産性が低かったから， 「ごく小さな失敗も飢餓につな
がる危険があった」 (p, 31)からであってその厳しい現実に注目している。エヂプト，ギ
リシャ，ローマ時代の具体例を示して当時の経済を生き生きと描き出した後，今日の低開
発国にも同じような情態が見られるのを指摘している。 しかし， 「古代エヂプトでも，古
典ギリシャ・ローマでも，ほとんど変化もなく眠つていた農村と，活動的な都市とのこの
対照は，まった＜驚くばかり」 (p,33) であるが，そこに集められた富は小農民や奴隷の
労働収奪の上に成立しているのである。富は政治的軍事的な権力に対する報酬なのであっ
て，現在のように経済活動に対する代価ではなかったのである。ここで「富は権力に伴う
傾向があり，市場社会になって初めて，権力が富に従うようになったのである」(p,37)の
ー文は2つの経済の違いを端的についたものとして興味深い。
中世の経済社会に関して荘園制についてのべた箇所では「1330年から1479年にかけて生
れたイングランドの公爵の息子のうちで， 4696は非業の死をとげている」 (p.44)として
当時の苛酷な現実をのべて，自由民ですら自己を領主に「コメンド」して身を落すものが
あった理由を説明しているのには注意が引かれる。封建領主が領民に与えたのは「保障」
であるとの解釈も面白い。当時の宗教思想を「商人の神に喜ばれるは難し」 (p. 50)の格
言を引用しながら説明し，公正価格の概念をトマス・アクイナスを引用して説明すると共
に，この現実への影響の 1例として， 10世紀のオーリヤックの聖ジェローの話を持ち出し
て読者を驚かせる。 このような静的な中世の経済にもやがて変化のきざしが見えはじめ
る。この変化の条件として次の3つのものをあげている。
1. 経済活動に対する新らしい態度。即ち身分社会から契約社会への移行。
2. 経済生活の貨幣化が，徹底的におし進められねばならない。
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3. 市場「需要」の自由な運動の圧力が，社会の経済活動の統制にとってかわらなけれ
ばならない。
そして著者は中世の社会を安定させていた諸要素から，この安定を打破る要素がどのよ
うにして生れて来るかを解明しようとする。これは例えば巡歴商人，都市化，探検，宗教
上の風土の変化などに見られるが，十字軍では「東方においてはまった＜粗野な異教の蛮
人に出会うだろうぐらいに考えていた。ところが意外にも，かれらが接触したのは，自分
たちよりもはるかに高い文明をもち，きわめて豪奢で，ずっと貨幣を使いなれた人々だっ
た。この結果，素ぽくな十字軍の兵士たちは，今まで考えてもみなかった商業的利害のわ
なにはまりこんでしまった」 (p.66)のである。最も封建的な企てが，封建社会を崩壊に
導いた一要素になっているのも興味深い。また囲い込み運動は生産要素としての自由・ 賃
金・契約にもとづく労働と地代を生む土地，利潤，利子を生む資本を供給する主たる要因
となるのである。ここで特に理論を主として勉強する人に注意しておきたいのは，著者が
近代経済学でよく使用される生産の 3要素「土地」「労働」「資本」と言う概念に関して「社
会制度が発展した時にのみ，生活の流れの中から経済学の諸範疇が姿を現わすのである」
(p, 83)と述べている点である。だから，経済学の古典を読む場合，それが生れた時代と
歴史的風土をよく見きわめた上で学ばねばならないのであるu*
第4章は産業革命であり，恐らく普通の経済史の書物では一番重要な箇所であろうが，
もし，そう言った先入観を持って読み始めればこれ程諸者を失望させる章はない。それは
衆知の事実の簡単な羅列であるからである。これはこの書物が経済学への入門書であって
経済史への入門書では無いからであろう。従ってジョン・ウィルキンソン， ワット， ジ
ョン・ケイ，アークライトなどの聞き慣れた人達の話よ iJも経済理論の立場から見た数ペ
ージの叙述は非常に興味をそそる。産業革命の起った時代では生産性は未だ低く，社会福
祉の増大は生産物の増加によって達成される。その為には労働の生産性を高めねばならな
い。このようなものとして資本が考えられる。また資本は「文字通り超人的な次元で，ヵ
学的，物理化学的力を人間に与える」 (p,116)のであり， また労働を特化するのを容易
にするのである。これが産業革命期に行われた投資の効果であった。この資本は貯蓄から
供給されるのであり，貯蓄と投資との関係が狩猟社会を例にとり説明される。そして貯蓄
＝投資の量を決定するのは切つめた消費によって自由となった資源と労働の量である。従
＊この点に関するもっと明確な議論は「経済学と現代の問題」経済セミナー4月号， 1973
年 pp.2-13, を見よ。
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って産業革命期や現在の後進諸国で生産性を上昇させ労働者の生活を改善するのが如何に
困難であったかが指摘されている。このようにして特色づけられる産業革命は18世紀にの＇
み起ったのではない。例えば1867年のパリ万国博に展示されたドイツのオットー博士の内
燃機関は自動車に応用され，その前に鉄道が，またその後に続いて電気の利用等の重要な
発明が相次いで起り，技術革新の波が相次いで押し寄せ，経済社会に 3つの大きな影響を
とどめる事になる。第1は社会の都市化の程度が非常に増大した事であり，第2は工業科
学技術の不断の発展により，一般市民の経済的独立性は急激に低下するようになり，第3
に工業科学技術の拡大により，労働の性質は根本的に変化して「反復的な作業となり， 1 
日働けばぐったりするが，それでいて全筋肉の一部分しか使用していない作業となった」
(p. 132)のである。
このような新らしい技術は大規模生産の経済性を可能ならしめ，従来の完全競争を中心
とした市場にその構造の変化を生ぜしめる事になる。第6章・市場構造の変動はこの間の
事情について分析のメスを入れたものである。アメリカでは 1900年では繊維工場の数は
188眸代の％であり，皮革業者数は75彩減少し，鉄鋼生産ではUSスティールが全生産量
の半分以上を，また石油産業ではスタンダード石油が，全国産出量の80~90彩を生産して
いたのである。その結果は予想に反して競争の激化と固定費用の増大であった。従って巨
大会社は競争を避けようとして同業者組合，紳士協定，企業者連合を作り， 188o&p代には
トラストがスタンダード石油会社を始めとして多く出現するに至るのである。また，これ
らの独占的企業による弊害をなくするために， 1890年のシャーマン反トラスト法， 191峠三
のクレイトン反トラスト法等が成立するのである。また．これら独占禁止法と最近問題に
なったコングロマリットの関係がのべられており，これは「一定の市場内ではなく，異な
った市場にある他企業との合併によって成長した株式会社」 (p. 160)であるとし，株式
会社として巨大化しながら，且つ1つの市場を独占的に支配するものではない事を主張し
ている。しかし．これはトラストとの関連で言いうる事であり，例えば日本の戦前の財閥
等考えれば必ずしも著者のように安心しておれないものを感じる。これら巨大企業者の性
格は19世紀初期では生産志向的な工業生産者， 19世紀後半では戦略志向的な産業の将師で
あるが．現在では新らしい管理者の集団に移り「かれらは企業を所有しているからではな
く，その専門的な知識・技術によって会社を支配したのである」 (p. 163)としてガルプ
レイスのいわゆるテクノクラートの出現を指摘している。 20-J!:紀中ばを過ぎた豊かな社会
では，消費者の欲望そのものが変化して来ており，かつて経済理論が対象とした生活必需
品の消費ではなく便宜品への支出が大きなウェイトをしめるようになって来ている。欲望
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そのものがちょっとした剌激にも動かされやすくなっている。だから寡占体はかつて行っ
たような価格の切下げによる競争は行わず，広告，顧客へのサービス，製品のデザイン等
によって販路を広めようとするのである。このようにして，市場はその古典的姿から大き
く変化してしまったのである。
第7章・大恐慌では1929年10月29日（火曜日）の暴落が何故に起り，どんな深甚な影響
を資本主義社会に与えたかを述べている。後者のうちで最も大切なのは自由放任への信仰
の終焉であり，それは次の第8章・誘導される資本主義の展開で具体的に示されている。
1933年3月4日，フランクリン・ルーズペルト大統領の就任後の 100日に，緊急銀行救済
法を始めとする15件の法案が議会を通過し政府は経済に大きく干渉し．も早や私的部門だ
けによる運営は不可能となったのである。
次に目を海外に転じ第9章でヨーロッパ経済史の潮流を，第10章では低開発の世界を論
じている。ヨーロッパ経済とアメリカのそれとの一番大きな違いは古い時代からの遺制を
ひきづっていて「封建的な基礎のうえに建てられたヨーロッパ資本主義は，階級闘争に深
く染まっていた」 (p.228)のである。 だからアメリカでは，なんの障害もなく成長した
企業もヨーロッパでは民族と伝統の厚い壁にはばまれて，比較的遅いスピードで成長せね
ばならなかったのである。第10章は世界の人口の5分の4が所属している国々の分析であ
って，著者は可成りの重点をこの章においているからこの書物は経済史よりも経済発展論
を述べたものとの色彩が濃厚である。低所得の原因と Lて，そこが何よりも伝統的な社会
であり，土地の相続制度にも問題があり，また僅かな食糧の増産も爆発的な人口の増加を
もたらしてしまう困難をあげている。これらの国に対して，かつての帝国主義の果した役
割として自由主義の思想を植えつけ従属を打破って独立を達成させる背兼を与えた反面，
母国産業への原料供給地としてモノカルチュアの後遺症を残したとして．そのデメリット
を指摘している。最後の章では先進国と後進国との関係を展望した後，市場の欠如した公
共財の存在や豊かな社会に発生する諸問題をべっ見した後， 「物が人間を支配するのでは
なく， 人間こそが物を支配しなければならない」 (p.299)市場経済の末像について限り
ない期待をこめて語っている。
][ 
この書物は，あちこちにエピソードなどがそう入してあって，経済史には全くの素人の
私にも可成りの興味をかき立てられた。もし入門書の最大の目的の 1つが，学問に対する
限りない興味をかき立てるのであれば，恐らくこれも良書の 1つに数えてよいであろう。
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経済学の書物を読み始めて論理的なエレガントさや，現実の経済問題を鋭く分析して行く
Toolに気のつまる思いのする人も多いであろう。その様な人達は経済学の巨峰にアタッ
クするのに別のルートからの登はんをもう 1度試みたらどうであろうか。ウィンパーを始
め有名な登山家達の成功に見られるように，多くの人達が不可能として捨て去ったルート
の中にも絶頂へと導く貴重なルートが隠されているかも知れないのである。ハイルプロー
ナーのこの書物はそう言った意味を持っている。この書物が経済理論で分析して行かねば
ならぬ社会の枠組が過去から現在に至るまでどのように発展し変化して来たものであり，
どのような特色を持っているかを教えてくれる。このような基礎的な研究を怠った為，ぉ
ろかしい誤りを侵す人達をまま見受ける。そう言った意味で理論経済学の勉強の可成り進
んだ学生諸君にも，このような書物をもう 1度ひもどいて欲しいものである。ただここで
一言断っておきたい事はこの書物がアメリカの学生を対象として書かれたものであり，叙
述は当然アメリカを中心として展開されている。しかしこの書物の構成から見て，先進国
と後進国とを結ぶかけ橋として日本経済ほど興味深いものは無いであろうが，ここに全く
その記述がない。この事が，この書物の大きな欠点となるのをまぬかれないように思える。
（東洋経済，昭和47年10月28日刊， A5版 pp.315+xii, 1300円）
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